
かし、この度の震災ではありませんが、
万が一の障害が起こってしまうことも事
実です。そのような危機は、概して責任
者・担当者などがいない場所や時間に起
こります。” いつでもどこでも” 予期せ
ぬトラブルは起きてしまいます。このよ
うな事態が発生する現場は、判断の連続
を迫られます。通常業務とは異なり、条
件が刻一刻変化し、情報は限りなく曖昧
で制限され、一方それぞれの判断は可能
な限り正しく、高速に行わなくてはいけ
ません。危機管理の場においては、より
多くの「意味ある情報」を集める仕掛け
は必須で、弊社では以前からノートパソ
コンとデータカードを支給してきまし
た。その一環で、2011年3月11日の東
日本大震災が起こる1年ほど前から、
BCPの策定に取り組んでいました。

ー どういった経緯でiPhoneを導入され
たのでしょうか？

iPhoneをシステム障害など緊急
対応が求められる部門に導入

証券会社が求める高いセキュリティ用件をクリア

岩崎さま：マネックスグループでは、イ
ンターネットの利用と、少人数体制によ
り徹底したコスト管理を実現し、お客様
により多くの運用機会を提供するという
理念のもとに、サービスの創造に挑戦し
ています。当社グループはインターネッ
トを通じて、膨大なお客様に金融商品を
お届けしており、その業態から24時間
365日システムは稼動しております。
従って、システム障害は業務全般が止ま
りビジネスを止めてしまうことと同義な
ため、常に緊張感を持って、システムが
安定稼働する体制を構築しています。し
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海外で利用中の端末も、同一のプラット
フォームで統合管理したい

金融サービスならではの高いセキュリ
ティレベルをクリアしたい

解決方法
スマートデバイスの機能を制限し、高い
セキュリティ要件をクリア

クラウドサービスであるCLOMO MDM
を利用し、国内海外端末を統合管理

企業情報

マネックスグループ 様
http://www.i3-systems.com/case_monex.html

導入サービス

・2004 年 8月 2日設立

・オンライン金融サービスに関わる
事業会社グループの持株会社

・www.monexgroup.jp

個人向け金融サービスの世界に、イン
ターネットを用いて「一歩先のマネー」
を提供していきたいという思いから、
"Moneyのy” を一歩進めた"Monex"という
名前を掲げ、巨大な可能性を秘めたイン
ターネットと現代の金融技術・ノウハウ
を組み合わせ、より安全で高速、便利で
豊かな金融サービスの創造に挑戦されて
いるマネックスグループ様。今回は、非
常に早い段階からスマートフォンを導入
され、自然災害などへの危機管理の観点
から同社が取り組まれているBCP（事業
継続計画）について、お話を伺いました。
（取材：2011年10月）

CLOMO MDM
CLOMO MOBILE APP PORTAL

人事部
岩崎 祐介 様

海外拠点のデバイスも統合的に管理

管理者

・メールアドレス等の各種設定配布
・アプリインストール禁止などポリシー設定
・盗難、紛失時対策

CLOMO MDM



ー その他の端末との比較はなさったの
でしょうか？

岩崎さま：はい。スマートフォンを如何
に業務への利便性を高めるために使うか
を考えると同時に、会社と社員、何より
お客様を守るためにデバイスを安全利用
するための管理・運用の仕組みも合わせ
て検討する必要がありました。iPhone
を選定して以降、Apple社のWEBサイ
トで法人向けにはMDMという管理の仕
組みが利用できると認識していました
が、当時は一部の外資系メーカーが
MDMサービスを提供開始すると発表し
たぐらいで、日本メーカーのサービス開
始を首を長くして待っていました（笑）

岩崎さま：やはり、日本最速でiOS向け
のMDMをサービスインされていたとい
うスピードと、それを実現する開発力を
評価しました。2011年初頭、日本でも
MDMサービスが開始されだしたという

情報がポツポツ流れ始めて、日本のメー
カー様、SIer様の3社からお話を伺いま
した。その中で、既にサービスとして提
供しユーザも多く獲得して安心できたの
がCLOMOだけで、その他の2社様は情
報だけは出ていたものの、サービスとし
て出せたのは4月以降というのが実態で
した。

岩崎さま：当初は、構成プロファイルを
使って、Youtubeやウェブブラウザ、
アプリのインストールなど様々な機能を
制限して、ほぼメールと予定表しか使え
ないようにしていました。現在では、
CLOMO MDMを利用し、構成プロファ
イルを遠隔で投入、変更したり、アプリ
のインストール状況を確認できるように
なったので、一部制限を解除して使って
います。利用目的とリスクを予め明確化
して、会社のセキュリティレベルを遵守
する形でポリシーを事前に策定しておけ
ば、情報漏えいにつながり得る機能自体
はMDMで遠隔制御することができま
す。結果として、金融業を営む弊社のよ
うに機密性の高い情報を扱う業種であっ
ても、セキュリティ要件はクリアできて
いると考えています。

ー 御社のような、お客様の重要な金融
資産とその売買情報を取り扱われて
いる業種では、スマートフォンのよ
うに高機能かつ携帯性の高い端末の
導入は、求められるセキュリティの
壁も高いのでしょうか？

ー 震災前からBCPに取り組まれておら
れた事に感銘を受けます。具体的施
策としてのiPhone導入だったのでし
ょうか？

ー その中でCLOMOを選ばれた理由を
お聞かせ頂けますか？

岩崎さま：はい。ノートパソコンでは
障害対応に必要な「メールの送受信」と
「システム管理画面へのアクセス」を機能
として提供していましたが、このうち
「メールの送受信」を切り出す形で、
iPhoneを導入することに決めました。
これにより、障害対応メールはiPhone
で確認し、必要に応じてノートパソコン
からシステム管理画面に入り対応する、
という住み分けができるようになりまし
た。既存のノートパソコンはオーバー
スペック、かつかさばるので不便だと、
皆が感じていましたが、iPhoneであれ
ば「いつでもどこでも」という高い携帯
性とセキュリティ、メールをスムーズに
読めるスペックを兼ね備えており、コス
トも抑えられるということで最適と判断
しました。

岩崎さま：iPhoneについては、3Gの頃
から導入を検討・検証しており、当初は
WindowsMobileやBlackBerryなども検
討対象として考えていました。ただ、
ゲートウェイを別途構築する必要があった
り、VPNでの接続が不安定であったり、
コストあるいは脆弱なセキュリティとい
う点で、端末の選定については、あまり
迷うことも無くiPhoneに決まりました。

ー CLOMO を使ってどのように端末を
管理されていますか？

金融ならではの厳しいセキュリティ
要件は、MDMで制限をかけてクリア
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岩崎さま：私たちもインターネットと金融
をかけ合わせたサービスを提供している
身ですから、セキュリティさえ確保され
ていれば、クラウドサービスを使うこと
に何ら抵抗はありませんでした。最近
では、Google Appsを導入し、社内の
メールシステムもクラウドへと切り替え
ました。IDとパスワードさえあれば誰
でも何処からでも入れてしまう、という
メリットとも表裏一体の「入り口」のセ
キュリティの弱さはありますが、アク
セス制限・シングルサインオンサービス
を用いることで社内利用同様のセキュ
リティを保っています。また、Google
Apps導入の際も、CLOMO MDMを使っ
て、中国や香港にいる社員のiPhoneの
設定を遠隔で変更しました。今私たちは、
精力的に海外展開を行なっているのです
が、拠点が海外にあっても、同一のサー
ビスインフラを利用することが出来る
SaaSのメリットはかなり大きいと実感
しています。導入した時点から徐々に古
くなっていくオンプレミスのサービスに
比べ、スマートフォン・パブリッククラ
ウドでは、時間の経過が即ち機能の高度
化を意味し、絶え間ない改善と進化をリ
アルタイムに享受できるため、今後、企
業の競争力の要になっていくだろうと感
じています。

ー 今後はどの様な展開をお考え
ですか？

ー CLOMOはSaaSでの提供となりま
すが、クラウドに対しての抵抗はあ
りませんでしたか？

新たなツールの可能性を信じ、さら
に業務活用の範囲を広げていきたい デバイスの役割を明確にして活用

「CLOMO」「i3Systems」は、株式会社アイキューブドシステムズの登録商標です。
その他の商品・サービス名は、各社の商標または登録商標です。
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http://www.i3-systems.com
CLOMO 全製品 30 日間無料トライアル実施中

お問い合わせ先

岩崎さま：BCPの策定、というお話を
先ほどしましたが、今のところiPhone
やiPadから社内システム画面にログイン
する、といった使い方は想定していません。
iPhoneが多機能であっても、すべてPC
の作業がスマートデバイスに置き換わる
というのは、無理があると考えます。それ
ぞれのデバイスの特性を理解して、セ
キュリティまで含めて業務に最適なもの
を目的を明確に意識して選択すべきで
す。例えば「場所や時間にかかわらずす
ぐに判断を必要とする作業」はモバイル
に、「キーボードでの集中入力が必要な
作業」はPCでと、今ある業務を見直し、
作業モジュールに分解し、それぞれのデ
バイスに分配していくような形で、企業
とモビリティの付き合い方を模索してい
こうと考えています。

その他導入事例はこちら http://www.i3-systems.com/case.html


